
資料2

【具体的な施策】 内　　容 担当所属 実施事業等【令和２年度～令和６年度】 効果検証 理由 今後の方針 理由 事業の評価 主な意見等

（１）働く人たちにやさ
しい空間づくり

・女性が求めるニーズを掴み、女性に
配慮した施設整備や、若者が集まる空
間作りに努めます。

・外国人が気楽に集まれる場所・空間
作りに努めます。

・主要道路沿いや商店街の空き店舗を
活用した出店や起業を推進し、女性や
若者の働く場の創出を図ります。

総合戦略課
　白石創生推進係
商工観光課
　商工係

【総合戦略課白石創生推進係】
①ユニバーサルデザインの推進
②女性が求めるニーズ調査
③女性目線を取り入れた公共施設のトイレ改修等の推進

【商工観光課】
白石町地域商業活性化支援事業（空き店舗事業）等を活用し、
白石町内での起業を希望する方の支援を行う。また、商工会と
連携し経営安定を図る。
※商工振興費　R6予算額　1,040千円

【総合戦略課白石創
生推進係】
一定の進捗がある

【商工観光課】
あまり進捗していな
い

【総合戦略課白石創生推進
係】
公共施設等のトイレの改修
がされた。
【商工観光課】
白石町地域商業活性化支援
事業（空き店舗事業）の問
い合わせはあるが申請実績
はなかった。（公募2回）

【総合戦略課白石創生推
進係】
事業内容の見直し（改
善）
【商工観光課】
事業の継続

【総合戦略課白石創生推進
係】
施策の対象者が広い為、細分
化する必要がある。
【商工観光課】
近年は新型コロナウイルス感
染症の影響もあり申請実績は
なかったが、問い合わせや相
談は毎年あっているため、今
後も引き続き商工会と連携し
ながら支援を行っていく必要
がある。

A.KPI達成に有効で
あった　6人

B.KPI達成に有効で
あったとはいえない
8人

C.その他　0人

・企業誘致や起業等に至るま
でにはまだ時間が要すると思
う

・4年間で1ヵ店では達成は難
しい、ポイントを絞った情宣
が必要と考える

（２）企業誘致するため
の候補地の確保

白石町に適応した企業を誘致するた
め、町有地を含め候補地を検討し確保
します。

総合戦略課
  重点プロジェクト係

企画財政課
　財産管理係

【総合戦略課】
白石町に適応した企業を誘致するため、業種の研究を行う。
各土地利用計画を考慮した検討を行う。
※企業誘致対策推進費　R6予算額　35,405千円

【総合戦略課重点プ
ロジェクト係】
進捗している
【企画財政課・財産
管理係】
進捗していない

【総合戦略課重点プロジェ
クト係】
現在、製造業1社、IT系1社
の企業誘致に向けた調整を
行っている。

【総合戦略課重点プロ
ジェクト係】
更に発展させる
【企画財政課・財産管理
係】
事業内容の見直し(改善)

【総合戦略課重点プロジェク
ト係】
創業に向け協議を継続する。
【企画財政課・財産管理係】
公共施設等マネジメント推進
検討委員会により町有地の有
効利用を検討していく。

A.KPI達成に有効で
あった　6人

B.KPI達成に有効で
あったとはいえない
8人

C.その他　0人

・誘致についても時間を要す
るのもこれからだと思う

・用地を必要とする従来型の
企業誘致に拘らず既存施設の
活用を想定した（ハード面を
柔軟にできる）企業にもオ
ファー出来たらよい

・企業誘致の有効性を考える
必要あり

創生推進会議の評価

実績値

４年間で１店

４年間で０カ所

担当所属における内部評価

出店数 ５年間で３店

第２期　白石町まち・ひと・しごと創生総合戦略効果検証取りまとめ結果
基本目標①　本気！やる気！元気！しろいし！　～若者が安心して働ける場をつくる～

1　企業誘致や起業等による雇用の確保

【ＫＰＩ(重要業績評価指標)】 数値目標

企業を誘致するための候補地の確保 ５年間で１カ所
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資料2第２期　白石町まち・ひと・しごと創生総合戦略効果検証取りまとめ結果

２　新規就農者及び農業後継者の育成・確保

【具体的な施策】 内　　容 担当所属 実施事業等【令和２年度～令和６年度】 効果検証 理由 今後の方針 理由 事業の評価 主な意見等

（１）新規就農者の確保
及び支援

新規就農者へ本町農業の概要、活用で
きる補助事業及び制度資金を紹介する
とともに、就農を後押しするセミナー
の開催や、現行新規就農対策の拡充に
より、就農前の初期投資の負担軽減や
就農後は、一定期間の助成を行うなど
新規就農者や後継者の確保を図りま
す。
同時に、関係機関一体となってアドバ
イスを行います。

農業振興課
　振興係

・新規就農者確保対策協議会による農業をやってみよセミナー
や研修会の開催、新規就農の手引きの作成、アドバイザーの設
置。
・農業次世代人材投資事業（経営開始型）、青年等就農資金、
機械・施設の整備に係る費用助成の実施。
・新規就農者のための各種研修会への案内。
・農業次世代人材投資事業（経営開始型）受給者に対しては、
年２回の面談と圃場確認をおこない、経営技術、農地、資金そ
れぞれの担当機関がアドバイスや指導を実施。

【農業振興課】
進捗している

【農業振興課】
セミナーについては高校行
事と組み合わせる事で大々
的に開催でき、周知を図る
ことが出来た。給付金受給
者については、経営技術、
農地関係、資金などそれぞ
れの担当機関がアドバイス
や指導を実施できた。

【農業振興課】
事業の継続

【農業振興課】
今後も関係組織と連携を取り
ながら、給付金受給者に対し
てアドバイスや指導を行って
いく。 A.KPI達成に有効で

あった　12人

B.KPI達成に有効で
あったとはいえない
2人

C.その他　0人

・新規就農者の成功例を作る
ことが必要

・農業従事者はもちろん、人
口が減少している中で毎年農
業従事者がでてきているため

（２）しろいし農業塾

町内でいちご栽培農家として就農及び
移住してもらうため、県外から就農希
望者を募集し、白石地区いちごトレー
ニングファームで研修を行い、農業の
担い手確保と定住促進へ繋げます。
　塾生の就農にあたって必要となる住
居、農地、施設整備等について、サ
ポートを行います。
　農業塾卒業生の就農状況について
は、普及センター、ＪＡ及び町が一体
となって支援していきます。

※農業塾生は県外からの移住者が対象

農業振興課
　振興係

・農業塾と白石地区いちごトレーニングファーム合同での研修
生募集活動の実施。
・白石地区いちごトレーニングファームでの栽培技術及び農業
経営研修の実施。
・農業塾生へ住居費用、営農車の貸与、ガソリン代の支給等の
経済的援助の実施。
・就農支援会議による就農支援の実施。
・農業次世代人材投資事業（経営開始型）受給者に対しては、
年２回の面談と圃場確認をおこない、経営技術、農地、資金そ
れぞれの担当機関がアドバイスや指導を実施。
※しろいし農業塾　R6予算額　9,164千円

【農業振興課】
進捗している

【農業振興課】
しろいし農業塾、いちごTF
の募集活動について、東
京、大阪、福岡等の大都市
で募集した結果、定員（３
名）に対し、５件の応募が
あった。

【農業振興課】
事業の継続

【農業振興課】
今後も関係組織と連携を取り
ながら、定員（３名）以上の
応募を目標として、募集活動
に取り組む。

A.KPI達成に有効で
あった　8人

B.KPI達成に有効で
あったとはいえない
5人

C.その他　1人

・定住策の充実を図る必要が
ある

・いろんな面で輪を広げるこ
とができ話が聞ける

・先日初めて知りました

（３）農業従事者（被雇
用者）確保対策

農業者等が年間を通じて従事者（町内
在住者や移住者）を雇用し、町内の農
業の安定的な生産を図るとともに就農
するように育成することを積極的に支
援します。

農業振興課
　振興係

・農業法人等への研修生受け入れに対し、研修費の助成を行う
農の雇用事業の推進。
・農業人材確保相談窓口の案内

【農業振興課】
進捗している

【農業振興課】
農業法人との雇用を仲介す
る事で、技術習得に繋がる
ため、新規就農者の要望に
今後も答えていく。

【農業振興課】
事業の継続

【農業振興課】
今後も事業推進のため、町の
窓口として周知していく。

A.KPI達成に有効で
あった　9人

B.KPI達成に有効で
あったとはいえない
5人

C.その他　0人

・目標25人に対して4年間で5
人と少ないが毎年希望者があ
る、一定の評価ができると思
われる
・人手不足による外国人雇用
に傾いていると感じる
・有効性に疑問が残る

創生推進会議の評価

実績値

４年間で８７人

４年間で３人

４年間で５人

担当所属における内部評価

基本目標①　本気！やる気！元気！しろいし！　～若者が安心して働ける場をつくる～

【ＫＰＩ(重要業績評価指標)】 数値目標

新規農業従事者数 ５年間で１２５人

しろいし農業塾卒業者の農業従事者数 ５年間で１５人

農業従事者（被雇用者）数 ５年間で２５人
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資料2第２期　白石町まち・ひと・しごと創生総合戦略効果検証取りまとめ結果

３　新しいことへ挑戦する人への積極支援

【具体的な施策】 内　　容 担当所属 実施事業等【令和２年度～令和６年度】 効果検証 理由 今後の方針 理由 事業の評価 主な意見等

（１）白石町創業者支援
制度

町内金融機関等の協力を得て、白石町
で起業・創業しようとする個人又は中
小企業者の成長性の高い事業計画の実
現を支援します。

商工観光課
　商工係
総合戦略課
　白石創生推進係

【商工観光課】
商工会と情報共有を行いながら起業、創業希望者へ柔軟な対応
を行う。
【総合戦略課】
地方創生の起業支援金で、起業を支援。

【商工観光課商工
係】
進捗している
【総合戦略課白石創
生推進係】
一定の進捗あり

【商工観光課商工係】
目標達成済み
【総合戦略課白石創生推進
係】
県の起業支援金を活用した
飲食店の開業があった。

【商工観光課商工係】
事業の継続
【総合戦略課白石創生推
進係】
事業の継続

【商工観光課商工係】
目標は達成しているが、町内
全事業所数は年々減少してお
り引き続き創業希望者への支
援は必要である。
【総合戦略課白石創生推進
係】
県の起業支援金が移住支援金
を受けるための要件に該当す
る。

A.KPI達成に有効で
あった　14人

B.KPI達成に有効で
あったとはいえない
0人

C.その他　0人

・創業者の追跡調査が必要
・数値目標が達成できている

（２）新規農産物の作付
け拡大

新規農産物の主要品目である「璃の
香」について、新たに作付けを行って
いただく方を募集し、作付け拡大を図
ります。

商工観光課
　観光係
R4～農業振興課
　　振興係

「璃の香」「ナナシキブ」の作付け拡大を図るため、苗木の購
入補助や技術的支援を行っていく。
※ブランド化農産物作付拡大推進事業　R6予算額　600千円

【農業振興課】
進捗している

【農業振興課】
「璃の香」は令和5年度も順
調に結実し道の駅等に出荷
できている。また、令和6年
度に実施予定だった販路拡
大について前倒しして町内
飲食店への提供を行った。

【農業振興課】
更に発展させる

【農業振興課】
令和6年度は、国庫事業（元気
な地域創出モデル事業）を活
用し販路拡大を行っていく。 A.KPI達成に有効で

あった　14人

B.KPI達成に有効で
あったとはいえない
0人

C.その他　0人

・農産物の情宣、販路拡大が
今後課題と考える

（３）商工業者などへの
支援

新商品や新製品の開発、新たな販売促
進及びインバウンド対策等に取り組む
人への支援を行います。

商工観光課
　商工係

商工業者が国県の支援を受けて行う事業を商工会と連携し支援
を行う。

【商工観光課商工
係】
進捗している

【商工観光課商工係】
商工会と連携し、新商品開
発や新たな販売促進に取り
組む商工業者への支援を行
うことができた。

【商工観光課商工係】
事業の継続

【商工観光課商工係】
多様化する消費者ニーズ、変
化する社会経済環境におい
て、新しいことへ挑戦する商
工業者への支援は必要不可欠
である。

A.KPI達成に有効で
あった　12人

B.KPI達成に有効で
あったとはいえない
1人

C.その他　1人

・時間が必要な事業と思われ
るため継続していくことが大
切だと思う
・町内での連携にとどまるこ
となく県内他市町との広域連
携が必要と感じる

創生推進会議の評価

実績値

４年間で２５人

４年間で４４戸

担当所属における内部評価

【ＫＰＩ(重要業績評価指標)】 数値目標

基本目標①　本気！やる気！元気！しろいし！　～若者が安心して働ける場をつくる～

起業・創業者数 ５年間で３人

璃の香作付農家数 ５年間で３戸
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資料2第２期　白石町まち・ひと・しごと創生総合戦略効果検証取りまとめ結果

４　ふるさとで活躍する人材の育成

【具体的な施策】 内　　容 担当所属 実施事業等【令和２年度～令和６年度】 効果検証 理由 今後の方針 理由 事業の評価 主な意見等

（１）“ふるさと学”の
推進

町内外の教育機関や企業等との連携を
含め、町内小中学校での農業、地域の
地理歴史及び文化の理解を深め、ふる
さとに誇りと愛着を持ってもらい、将
来のＵターンにつなげていきます。

学校教育課
　学校教育係

・小学校副読本
　副読本を使っての学習の推進
・職場体験学習

【学校教育課】
進捗している

【学校教育課】
・小学校副読本
　副読本で白石町を学ぶこ
とにより、ふるさとへの愛
着と誇りを持つことができ
ている。
・職場体験学習
　地域理解、地域貢献、働
くことについての自分の考
えを見つめるよい機会と
なった。

【学校教育課】
事業の継続

【学校教育課】
・小学校副読本
　白石町を学ぶことにより、
ふるさとへの愛着と誇りを
持ってもらうため。
・職場体験学習（R6より学校
教育課から白石中の事務と
なった）
　R6より新白石中学校として3
校が1校に統合になり、事務局
を白石中へ移行した。R6は事
業所への受入れの問合せまで
学校教育課で実施した。

A.KPI達成に有効で
あった　14人

B.KPI達成に有効で
あったとはいえない
0人

C.その他　0人

・継続していくことで若者の
地元への定着が進むと思われ
る

（２）地元定着の促進

大学、高等学校及び企業等と連携し、
町内に居住し、県内で就職する高校生
や大学生を増やすための取組を行いま
す。

総合戦略課
　白石創生推進係

①白石高校及び佐賀農業高校との連携
・白石高校…地域連携（総合的な探求の時間」事業）の実施
・佐賀農業高校…サノボヌール、サノンマルシェの実施
②佐賀女子短期大学との連携事業

令和４年度
③さが未来発見塾
　佐賀新聞社との連携
④白石町らしさ教育

令和５年度
⑤放課後起業クラブ

【総合戦略課白石創
生推進係】
進捗している

【総合戦略課白石創生推進
係】
高校生と連携した活動を
行っている。

【総合戦略課白石創生推
進係】
事業の継続

【総合戦略課白石創生推進
係】
引き続き高校生と連携した活
動の機会を拡げていく。

A.KPI達成に有効で
あった　13人

B.KPI達成に有効で
あったとはいえない
1人

C.その他　0人

・高校の「探求時間」と連携
の強化
・継続していくことで他地区
の若者に白石町の良さが伝わ
り、若者の定着や町外からの
移住に期待がもてるため
・白石高校が地域連携を進め
ているので町としてもっと関
わってもいいと思う
・子供のころの体験が郷土へ
の愛着に繋がると思うので須
古寿司(郷土料理)の調理体験
などは小中学校などで積極的
に実施した方が良いと思う

創生推進会議の評価

実績値

４年間で１４回

担当所属における内部評価

企業等と学校が連携する取組みの数 ５年間で２０回

基本目標①　本気！やる気！元気！しろいし！　～若者が安心して働ける場をつくる～

【ＫＰＩ(重要業績評価指標)】 数値目標
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資料2

１　白石町の魅力発信

【具体的な施策】 内　　容 担当所属 実施事業等【令和２年度～令和６年度】 効果検証 理由 今後の方針 理由 事業の評価 主な意見等

（１）道の駅運営支援
町の農水産物・６次産品や観光等の情
報発信の拠点として運営の支援を行い
ます。

商工観光課
　観光係

道の駅の運営について、助言等の支援を行う。
※道の駅しろいし推進事業費　R6予算額　25,330千円

【商工観光課観光
係】
一定の進捗がある

【商工観光課観光係】
道の駅情報発信コーナーに
設置している町で作成した
観光パンフレット（特にお
もしろいし）は、来場者も
多くすぐに補充しなければ
ならないため、町のＰＲに
寄与していると思われる。
菜の花マップについては、
早めに作成し情報の発信を
行う必要がある。

【商工観光課観光係】
更に発展させる

【商工観光課観光係】
道の駅をはじめ、町内の観
光地の紹介を紙ベースだけ
ではなく、スマホ（ＱＲコ
ード）による情報発信を行
い、幅広い世代に知っても
らう。

A.KPI達成に有効
であった　13人

B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　1人

C.その他　0人

・観光協会立ち上げに合
わせ県内他市町、近隣
県、関東関西、海外等集
客のターゲットを明確に
したうえでターゲット毎
にPR（情宣）の方法手段
を分けることも必要

（２）がばいよかとこ発
信事業

従来の特産物ＰＲに加え、町そのもの
をマスコミやＳＮＳ（ソーシャル・
ネットワーキング・サービス）等多様
な手段を用いて発信することで知名度
を上げ、特産物や地域資源を通じた
ファンの確保や移住者に選択してもら
える町としてＰＲします。

総務課
　広報情報係
商工観光課
　観光係

令和2年度
・ホームページ観光ページ改修
令和3年度
・「道の駅しろいし」福富インター開通PR企画
令和4年度
令和5年度
・「道の駅しろいし」開業5周年ＰＲ企画等
・ホームページのリニューアルの実施
令和6年度
・町制施行20周年町勢要覧記念誌
※がばいよかとこ発信事業　R6予算額　6,480千円

【総務課広報情報
係】
一定の進捗がある

【総務課広報情報係】
SNSを活用した情報発信によ
り、ホームページへのアク
セス数は、一定程度増加し
たが、予定したホームペー
ジのリニューアルについて
は、予算が確保できなかっ
たことで、実施できていな
い。
また、テレビやラジオなど
のメディアを使った情報発
信については視聴者等から
の問い合わせが多く寄せら
れ、一定の効果があったと
考える。

【総務課広報情報係】
事業内容の見直し(改
善)

【総務課広報情報係】
各課で似たような内容をバ
ラバラに発信しているよう
に思える。情報発信につい
ては、目的やターゲットを
明確にし、統一したルール
のもとで効率的に行うべき
と考える。

A.KPI達成に有効
であった　13人

B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　1人

C.その他　0人

・有効的な発信方法を見
つけることが必要

（３）関係人口の拡大
本町への通勤通学者などと継続的に関
わっていき、将来的な移住・定住など
につながる取り組みを行います。

総合戦略課
　白石創生推進係

・町外から町内高校への通学生との交流
・在京ふるさと会等との交流

【総合戦略課白石創
生推進係】
進捗している

【総合戦略課白石創生推進
係】
在京ふるさと会が開催され
た。

【総合戦略課白石創生
推進係】
事業の継続

【総合戦略課白石創生推進
係】
引き続き在京ふるさと会の
開催を支援し関係人口の創
出を目指す。

A.KPI達成に有効
であった　10人

B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　3人

C.その他　1人

・継続していくことで若
者の地元定着が進むと思
われる

創生推進会議の評価

実績値

令和５年度　６４３，３３０件／年

担当所属における内部評価

第２期　白石町まち・ひと・しごと創生総合戦略効果検証取りまとめ結果
基本目標②　来たか！住みたか！よかとこ！しろいし！　～白石への新しいひとの流れをつくる～

【ＫＰＩ(重要業績評価指標)】 数値目標

町ホームページアクセス件数 　令和元年　440,000件／年　　→　　令和6年　 528,000件／年
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資料2第２期　白石町まち・ひと・しごと創生総合戦略効果検証取りまとめ結果

２　定住促進、移住支援

【具体的な施策】 内　　容 担当所属 実施事業等【令和２年度～令和６年度】 効果検証 理由 今後の方針 理由 事業の評価 主な意見等

（１）空き家・空き地バ
ンク、お試し移住

空き家・空き地バンク制度を継続する
とともに、登録された空き家などを活
用したお試し移住制度を創設します。

総合戦略課
　重点プロジェクト係

【総合戦略課】
・空き家・空き地バンク事業を継続し、町内の空き家の有効
利用を図る。
・お試し移住事業の実施により、町の魅力を発信すると共
に、移住・定住の促進を図る。
※空き家・空き地バンク事業　R6予算額　4,214千円

【総合戦略課重点プ
ロジェクト係】
一定の進捗がある

【総合戦略課重点プロジェ
クト係】
横ばいではあるが、継続し
た情報発信による。

【総合戦略課重点プロ
ジェクト係】
事業の継続

【総合戦略課重点プロジェ
クト係】
空き家対策、移住定住の推
進のため継続した事業推進
を行う。

A.KPI達成に有効
であった　13人

B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　1人

C.その他　0人

・数値目標の達成及び事
業の継続で進展が期待で
きるため

・目標達成しているもの
の、現実の空き家はさら
に増えていると感じる

（２）ＪＲ通学者・通勤
者の利便性向上

通学者・県外通勤者の町内ＪＲ駅利用
を促進するため、駅周辺を整備しま
す。

総合戦略課
　重点プロジェクト係

【総合戦略課】
県・ＪＲ等と連携し、ＪＲ利用者の利便性を向上させるた
め、駅周辺の整備を検討する。

【総合戦略課重点プ
ロジェクト係】
進捗している

【総合戦略課重点プロジェ
クト係】
令和6年度から肥前白石駅施
設整備計画に着手してい
る。

【総合戦略課重点プロ
ジェクト係】
事業の継続

【総合戦略課重点プロジェ
クト係】
今後の予定として、
令和6年度　基本計画
令和7年度　基本設計・実施
設計
令和8年度以降　工事着手
とする。

A.KPI達成に有効
であった　9人
B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　4人
C.その他　1人

・JR通勤通学の利便性向
上のためにはパークアン
ドライドの促進、駅を基
点とした循環バス等の充
実を図る必要がある

（３）生活排水処理施設
の整備の促進

特定環境保全公共下水道施設、農業集
落排水処理施設及び浄化槽の一体的な
整備を行います。

生活環境課
　下水整備係
　下水庶務係
　下水管理係

〇特定環境保全公共下水道事業
・管路施設　L=2,000m
・マンホールポンプ施設　４箇所
・コンポスト施設　１箇所
・水処理ユニット増設　１式
〇農業集落排水事業
・機能強化事業（設備機器更新）
〇浄化槽設置整備事業
・個人設置型　300基

【生活環境課】
一定の進捗がある

【生活環境課】
特定環境保全公共下水道及
び農業集落排水機能強化事
業については、計画どおり
完了することができた。
浄化槽設置整備事業は、年
60基を目標に推進したが計
画を下回った。

【生活環境課】
事業の継続

【生活環境課】
公共用水域の水質保全を図
るため継続していきたい。 A.KPI達成に有効

であった　12人

B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　1人

C.その他　1人

（４）住宅取得者への支
援

若者・子育て世帯の住宅取得等を支援
し、移住・定住の促進を図ります。

総合戦略課
　重点プロジェクト係

令和４年度より実施
・ずっと住まいる応援事業により住宅の新築や建売・中古住
宅を購入された方を支援する。
（補助金要件）
①住宅建設用地を購入し、購入した用地に住宅を新築：100万
円
②住宅建設用地の購入を伴わずに、住宅を新築：50万円
③建売・中古住宅を購入：最大100万円
・みんなで住まいる応援事業により住宅のリフォームをされ
た方を支援する。
（補助金要件）
新たに親と同居するためにおこなう既存住宅の増改築にか
かった費用：最大50万円
※住まいる”しろいし”応援事業　R6予算額　18,418千円

【総合戦略課重点プ
ロジェクト係】
進捗している

【総合戦略課重点プロジェ
クト係】
事業開始後2年目となり情報
が定着してきたことにより
移住定住者が増加。

【総合戦略課重点プロ
ジェクト係】
事業の継続

【総合戦略課重点プロジェ
クト係】
重要項目である人口減少を
抑制するため、引き続き事
業を継続する。

A.KPI達成に有効
であった　13人

B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　0人

C.その他　1人

・移住者に金銭的補助を
することだけでなく空き
家のリフォームを公費で
実施し、そこへの入居希
望者を募集するなど空き
家対策と併せた施策も必
要と感じる

（５）移住者への支援
県外からの移住者に対し支援金を交付
し、移住・定住の促進を図ります。

総合戦略課
　白石創生推進係

・東京圏在住者移住支援事業による東京圏からの移住者を支
援する。
・さが暮らしスタート支援事業により県外からの移住者を支
援する。（令和４年度より実施）
※東京圏在住者移住支援事業　R6予算額　4,000千円
※さが暮らしスタート支援事業　R6予算額　3,200千円

【総合戦略課白石創
生推進係】
一定の進捗がある

【総合戦略課白石創生推進
係】
随時問い合わせがあってい
る為。

【総合戦略課白石創生
推進係】
事業の継続

【総合戦略課白石創生推進
係】
県外からの移住を促す為事
業を継続する。

A.KPI達成に有効
であった　9人
B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　4人
C.その他　1人

・実績はなかったが予算は必
要

・KPIが高すぎるのでは

・移住の魅力環境を整えるこ
とが必要

創生推進会議の評価

実績値

４年間で５０件

４年間で２０３人

担当所属における内部評価

基本目標②　来たか！住みたか！よかとこ！しろいし！　～白石への新しいひとの流れをつくる～

【ＫＰＩ(重要業績評価指標)】 数値目標

空き家・空き地バンク登録件数 ５年間で４０件

移住・定住者数 ５年間で６５０人
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資料2第２期　白石町まち・ひと・しごと創生総合戦略効果検証取りまとめ結果

３　地域観光資源の再発見

【具体的な施策】 内　　容 担当所属 実施事業等【令和２年度～令和６年度】 効果検証 理由 今後の方針 理由 事業の評価 主な意見等

（１）多様な観光体験の
充実

体験型観光のコンテンツの充実とコト
消費総額増加を目的とした誘客活動を
図ります。

商工観光課
　観光係

農業体験、自然体験等のプログラム策定を行い、町内事業者
とタイアップし交流人口の拡大を図る。
※観光費　R6予算額　10,000千円

【商工観光課観光
係】
進捗している

【商工観光課観光係】
佐賀型観光プロダクツ造成
チャレンジ事業補助金」を
活用して「生産者の町から
生産者とともに生きる食と
観光とアートの町へ」を
テーマに緑の芸術祭及び
農漁村体験ツーリズムを
開催した。また、「Farmers
Table 2024」も関連イベン
トとして実施し、町内外か
ら多くの来訪者が来ていた
だいた。

【商工観光課観光係】
事業の継続

【商工観光課観光係】
緑の芸術祭関連事業につ
いては今後、観光協会で
の事業移管となる。今後
更に周遊及び集客内容等
を検討し事業継続する。

A.KPI達成に有効
であった　12人

B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　1人

C.その他　1人

・継続することで観光資
源のブラッシュアップが
できるのではと考えてい
ます

・白石町にしかない観光
資源の創設が要る

（２）文化財の再発見

埋もれている文化財の価値を高めるた
め、国の史跡等の指定、登録記念物へ
の登録等に向けた取り組みを行いま
す。

生涯学習課
　生涯学習係

（須古城跡の国史跡化に向けて）
　令和2～3年度　竹伐採･片付け等
　令和4年度　詳細地形測量図作成
　令和5～6年度　確認調査
※文化活動推進・文化財保護費（須古城跡の国史跡化）R6予
算額　8,880千円

【生涯学習課生涯学
習係】
一定の進捗がある

【生涯学習課生涯学習係】
須古城跡の史跡指定に向
け、概ね予定通り進捗して
いる。

【生涯学習課生涯学習
係】
事業の継続

【生涯学習課生涯学習係】
須古城跡の史跡指定に向け
事業継続とする。

A.KPI達成に有効
であった　11人

B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　2人

C.その他　1人

・須古城の取組は、良い
PRになったと思います

（３）交通手段の拡充
（観光客の利便性の向
上）

町内ＪＲ駅を利用した観光客が、手軽
に町内を観光できるような環境を整備
します。

商工観光課
　観光係
総合戦略課
　重点プロジェクト係

シェアサイクル事業に取り組みながら県・ＪＲ等と連携し、
観光の充実を図る。

【商工観光課観桜
係】
進捗していない

【商工観光課観光係】
運営会社の撤退によりシェ
アサイクル事業は行ってお
らず、サイクリングコース
マップも撤去しているた
め。

【商工観光課観光係】
事業の見直し

【商工観光課観光係】
予約制観光タクシーの導入
などを視野に、その他の施
策を検討していきます。

A.KPI達成に有効
であった　5人

B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　7人

C.その他　2人

・シェアサイクルの撤退
等もあったため

・JR白石駅を基点にする
にとどまらず佐賀駅、佐
賀空港、武雄温泉駅から
の直行バス等の定期運行
も検討してよいのでは

（４）白石町観光振興基
本計画による事業の実施

白石町観光推進協議会で、観光ルート
の設定・見直しを図ります。

商工観光課
　観光係

白石町観光推進協議会で協議し検討する。

【商工観光課観光
係】
一定の進捗がある

【商工観光課観光係】
今年度も緑の芸術祭の開催
を
実施した。今回は、２作品
の作成及びこの作品のアー
テイストトーク・鑑賞ツ
アーを開催した。また、農
漁村体験ツーリズムについ
ては、5月に受入れが確定
し、宿泊家庭の募集及び周
知について町HP等を利用し
実施することができた。

【商工観光課観光係】
事業の継続

【商工観光課観光係】
観光協会で引き続き事業継
続を検討する。 A.KPI達成に有効

であった　12人

B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　1人

C.その他　1人

・来年度の農村体験ツー
リズムに期待しています

創生推進会議の評価担当所属における内部評価

実績値

１，１６７，３５３人

合計９本（R5年度時点）観光ルート数 ５年間で３本

基本目標②　来たか！住みたか！よかとこ！しろいし！　～白石への新しいひとの流れをつくる～

【ＫＰＩ(重要業績評価指標)】 数値目標

観光入込客数 令和元年　351,465人／年　　→　　　令和６年　386,600人／年
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資料2

１　結婚推進対策の充実

【具体的な施策】 内　　容 担当所属 実施事業等【令和２年度～令和６年度】 効果検証 理由 今後の方針 理由 事業の評価 主な意見等

（１）婚活サポート事業
の拡充

婚活サポーターによる取組に加え、婚
活事業に関連する民間企業や個人との
連携、イベントや他の市町村との連携
など多様な取組を行っていきます。

総合戦略課
　白石創生推進係

・婚活サポーターの意見を聞きながら、出会いの場・交流の場
の在り方を探り、実を結ぶ取組を実施する。
※婚活サポート事業　R6予算額　1,245千円

【総合戦略課白石創
生推進係】
一定の進捗がある

【総合戦略課白石創生推進
係】
定期的な婚活イベントを開
催している。

【総合戦略課白石創生
推進係】
事業の継続

【総合戦略課白石創生推進
係】
引き続き出会いの場、交流
の場を提供していく。 A.KPI達成に有効

であった　12人

B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　2人

C.その他　0人

・もっと男女の交流の
機会をふやせれば

・合コンみたいな軽い
感じで参加出来る企画
とかあれば

（２）結婚新生活支援
結婚に伴う新生活のスタートアップに
かかる費用を支援します。

総合戦略課
　白石創生推進係

・結婚新生活支援事業により、新婚世帯の住宅取得費・賃借費
などの費用を支援する。（令和3年度より実施）
※結婚新生活支援事業　R6予算額　11,800千円
（補助金要件）
　①夫婦ともに29歳以下で合計所得500万未満：60万円
　②夫婦ともに39歳以下で合計所得500万未満：30万円
　③夫婦ともに39歳以下で合計所得500万以上：20万円

【総合戦略課白石創
生推進係】
進捗している

【総合戦略課白石創生推進
係】
申請者が増加している。

【総合戦略課白石創生
推進係】
事業の継続

【総合戦略課白石創生推進
係】
対象経費を拡充し申請に繋
げていく。

A.KPI達成に有効
であった　13人

B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　1人

C.その他　0人

・継続していくこと
で、若者の地元への定
着が進むと思われる

・補助金要件の年齢は
撤廃してもいいのでは

創生推進会議の評価

実績値

４年間で５４組

担当所属における内部評価

第２期　白石町まち・ひと・しごと創生総合戦略効果検証取りまとめ結果
基本目標③　うれしい！楽しい！大好き！しろいし！　～若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる～

【ＫＰＩ(重要業績評価指標)】 数値目標

成婚数 ５年間で１６０組
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資料2第２期　白石町まち・ひと・しごと創生総合戦略効果検証取りまとめ結果

２　出産支援

【具体的な施策】 内　　容 担当所属 実施事業等【令和２年度～令和６年度】 効果検証 理由 今後の方針 理由 事業の評価 主な意見等

（１）不妊治療制度の拡
充

不妊治療への支援を継続し、相談体制
の充実を図ります。

保健福祉課
　健康づくり係

佐賀県不妊治療支援事業及び佐賀県はじめまして赤ちゃん応援
事業の対象者への治療費助成を実施。ただし、R4年度から特定
不妊治療が健康保険適用となるため、保険適用前よりも治療実
施者の負担が増加しないように新たな助成方法を検討中。
Ｒ4年度からの助成・・・保険適用外の治療を選択された場
合、保険適用外の治療費に対して町独自の治療費助成を継続す
る。

【保健福祉課健康づ
くり係】
一定の進捗がある

【保健福祉課健康づくり係】
不妊治療が保険適用となってか
らの町への申請件数から、保険
適用外の治療を実施する人は多
くないと思われる。また、先進
医療については令和5年度から
佐賀県が助成を開始したため、
町で助成は実施していない。

【保健福祉課健康づく
り係】
事業内容の見直し(改
善)

【保健福祉課健康づくり
係】
不妊治療が保険適用となっ
て令和6年度で3年になる。6
年度の申請件数から、事業
の継続の有無を判断するこ
ととする。

A.KPI達成に有効
であった　11人

B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　2人

C.その他　1人

・子育て環境の支援は
必要だと思うため

（２）多子世帯への助成
町独自軽減策である、３人目以降の保
育料の３０％軽減を継続していきま
す。

保健福祉課
　こども未来係

保育料における多子世帯への軽減措置を継続する。

【保健福祉課健康づ
くり係】
進捗している

【保健福祉課健康づくり
係】
対象となる世帯への保育料
軽減が出来ている

【保健福祉課健康づく
り係】
事業の継続

【保健福祉課健康づくり
係】
多子世帯への軽減措置を図
ることで、子育て支援に寄
与できる

A.KPI達成に有効
であった　13人
B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　1人
C.その他　0人

・子育て環境の支援を
行うことで、若者の定
着や移住が図れると
思っているため

創生推進会議の評価

実績値

1.49

担当所属における内部評価

基本目標③　うれしい！楽しい！大好き！しろいし！　～若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる～

【ＫＰＩ(重要業績評価指標)】 数値目標

合計特殊出生率 　1.41（H30）→　1.50（R6）
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資料2第２期　白石町まち・ひと・しごと創生総合戦略効果検証取りまとめ結果

３　子育て支援

【具体的な施策】 内　　容 担当所属 実施事業等【令和２年度～令和６年度】 効果検証 理由 今後の方針 理由 事業の評価 主な意見等

（１）病児・病後児保育
の実施

病児・病後児保育の実施に向け利用可
能施設の拡充に取り組みます。

保健福祉課
　こども未来係

近隣市町と協定を結び病児・病後児保育を利用できる施設の拡
充を図る。
※乳幼児健康支援一時預かり事業費　R6予算額　860千円

【保健福祉課こども
未来係】
進捗している

【保健福祉課こども未来係】
令和3年度から利用可能施設が
増え、利用実績も増加している

【保健福祉課こども未
来係】
事業の継続

【保健福祉課こども未来
係】
保護者の子育てと就労の両
立を支援できる

A.KPI達成に有効
であった　13人
B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　1人
C.その他　0人

・子育て環境の支援を
行うことで、若者の定
着や移住が図れると
思っているため

（２）一時預かり事業等
の充実

一時預かり事業と育児サロン事業を充
実します。

保健福祉課
　こども未来係
　健康づくり係

ゆめてらす、有明ふたば保育園、有明わかば保育園、ありあけ
幼稚園で一時預り事業実施。他の園への拡充を行う。
※子ども・子育て支援事業　R6予算額　19,855千円

【保健福祉課こども
未来係】
進捗している

【保健福祉課こども未来
係】
利用可能施設の拡充がで
き、利用実績も増加してい
る

【保健福祉課こども未
来係】
事業の継続

【保健福祉課こども未来
係】
幼児の預かりや、子育ての
相談・情報交換により、子
育て世帯の支援ができる

A.KPI達成に有効
であった　14人
B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　0人
C.その他　0人

・子育て環境の支援を
行うことで、若者の定
着や移住が図れると
思っているため

（３）子育て支援の情報
発信強化

町内で実施されている子育て支援事業
等の情報を集約し発信することで、白
石町の魅力を伝えるとともに、子育て
世代の不安の軽減を目指します。

保健福祉課
　福祉係
　こども未来係
　健康づくり係

母子手帳アプリの利用促進と情報発信の充実

【保健福祉課健康づ
くり係】
進捗している

【保健福祉課健康づくり係】
妊娠届出時にアプリを案内し、
新規登録者は増加している。健
診の案内や子育てに関する情報
発信が行えている。オンライン
相談は、特に、里帰りしている
妊産婦に対して活用ができてい
る。

【保健福祉課健康づく
り係】
事業の継続

【保健福祉課健康づくり
係】
子育て世帯へ一斉に情報発
信できるツールとして今後
も必要と考える

A.KPI達成に有効
であった　14人
B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　0人
C.その他　0人

・登録者数は増えてき
ている

（４）子育てに関するワ
ンストップ相談体制の整
備

R2.1設置の子育て世代包括支援セン
ターに加え、子ども家庭総合支援拠点
を保健福祉課内に設置し相談支援体制
を強化します。

保健福祉課
長寿社会課
学校教育課

令和4年度までに子ども家庭総合支援拠点を設置
※子育て世代包括支援センター　R6予算額　1,220千円

【保健福祉課】
進捗している

【保健福祉課】
子育て世代包括支援セン
ターと子ども家庭総合支援
拠点は常に連携して対応・
支援ができている。

【保健福祉課】
更に発展させる

【保健福祉課】
令和8年度までに、母子保健機
能を担う「子育て世代包括支援
センター」と児童福祉機能を担
う「子ども家庭総合支援拠点」
の両方の機能を一体的に運営す
る「子ども家庭センター」を保
健福祉課内に設置し、これまで
以上に両機能の連携・協働を深
め、ポピュレーションアプロー
チとハイリスクアプローチを両
輪として、切れ目なく、もれな
く対応する。

A.KPI達成に有効
であった　13人

B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　1人

C.その他　0人

・今後必ず必要とする
と思われる

・子育て環境の支援を
行うことで、若者の定
着や移住が図れると
思っているため

（５）公園施設の充実

白石中央公園、福富マイランド公園、
有明スカイパークふれあい郷などの主
要公園で、子育て世代の意見を採り入
れて、もっと子どもが遊びやすく、他
市町村からも人が集まるような魅力の
ある公園整備を行います。

建設課
　維持管理係
企画財政課
　財産管理係
生涯学習課
　福富公民館係

安全で誰もが訪れたくなるような魅力ある公園になるよう、遊
具施設の見直しを行う。
　・老朽遊具等の撤去
　・新規遊具等の設置

【企画財政課・財産
管理係】
進捗していない

【企画財政課・財産管
理係】
事業の継続

【企画財政課・財産管理
係】
安全面を考慮し、適切な管
理を行っていく。 A.KPI達成に有効

であった　10人

B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　3人

C.その他　1人

・遊具等、綺麗になっ
ていたのでとても遊び
やすいと思った

・トイレの清潔さの維
持、トイレが汚い公園
には人は来ない

・主要公園施設の整備
だけでなく地区公民館
敷地の遊具整備にも取
り組み必要

（６）切れ目のない子育
て支援の実施

町内のすべての子どもとその家庭を対
象に妊娠期から子育て期にわたり、子
育て支援機関や医療・福祉の専門機関
と連携し、継続的に支援をしていきま
す。

保健福祉課
　福祉係
　健康づくり係
　こども未来係
学校教育課
　学校給食係

「妊婦相談」から始まり、「乳幼児全戸訪問」、「子どもの医
療費助成」、「子育て相談室」、「保護者、乳幼児の交流の場
開設」、「ひとり親家庭への支援」、「小学6年生、中学3年生
の給食費無償化」、「子どもの貧困対策」など継続して行う。
※児童手当　R6予算額　329,720千円
※子どもの医療事業費　R6予算額　96,292千円
※ひとり親家庭等医療費助成　R6予算額　7,200千円
※母子寡婦連合会運営補助金　R6予算額　50千円
※子ども・子育て支援事業　R6予算額　19,855千円
※母子相談事業　R6予算額　1,488千円

【学校教育課学校給
食係】
進捗している

【学校教育課学校給食係】
子育て支援として、小学6年
生、中学3年生の給食費無償
化を行った。

【学校教育課学校給食
係】
事業の継続

【学校教育課学校給食係】
今後も子育て支援として、
小学6年生、中学3年生の給
食費無償化を継続的に行っ
ていきたい。

A.KPI達成に有効
であった　14人

B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　0人

C.その他　0人

創生推進会議の評価

実績値【ＫＰＩ(重要業績評価指標)】 数値目標

基本目標③　うれしい！楽しい！大好き！しろいし！　～若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる～

43%子育ての感じ方満足割合（就学前児童親） 41％（R1）→　45％（R6)

子育ての感じ方満足割合（小学生親） 35％（R1）→　40％（R6) 36%

担当所属における内部評価
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資料2第２期　白石町まち・ひと・しごと創生総合戦略効果検証取りまとめ結果

４　教育環境の整備

【具体的な施策】 内　　容 担当所属 実施事業等【令和２年度～令和６年度】 効果検証 理由 今後の方針 理由 事業の評価 主な意見等

（１）教育環境の整備
教育環境を向上させるため、小学校と
中学校の再編整備を行います。

学校教育課
新しい学校づくり係

１　中学校再編
　令和2年度に計画策定。令和3年度より「新しい学校づくり準
備委員会」を組織し、新設中学校開校のための具体的な協議を
開始する。同時に活用する現白石中学校の改修等の設計及び工
事を実施する（令和６年度開校）

２　小学校再編
　令和４年度に小学校再編計画を策定予定。計画策定後に、新
設小学校開校のための準備を開始する。
※新しい学校づくり事業　R6予算額　  7,324千円
※新設中学校施設整備費　R6予算額　 59,040千円
※新設小学校施設整備費　R6予算額　467,040千円

【新しい学校づくり
課】
進捗している

【新しい学校づくり課】
・令和6年4月
　（新）白石中学校開校
・令和8年4月の有明小学校
開校に向けて新しい学校づ
くり準備委員会の開催
・令和12年4月開校予定の白
石地域新設小学校の基本構
想策定

【新しい学校づくり
課】
事業の継続

【新しい学校づくり課】
小学校再編計画に基づき、
令和8年度の有明小学校、令
和12年度の白石地域新設小
学校開校に向けて、再編を
進める。

A.KPI達成に有効
であった　13人

B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　1人

C.その他　0人

・教育環境は若い子育
て世代では最重要項目
で魅力的な教育環境整
備は定住者の増に有効
な手段だと思う

（２）コミュニティ・ス
クールの導入・継続

再編による新たな中学校へのコミュニ
ティ・スクールの導入及び既存のコ
ミュニティ・スクールの事業を継続し
内容の充実を図ります。

学校教育課
教育総務係

令和６年度開校予定の新設中学校への新たなコミュニティ・ス
クール導入及び各小学校で継続し内容の充実を図る。教育委員
会では、代表者会の開催など情報共有の機会を設ける。

【学校教育課教育総
務係】
進捗している

【学校教育課教育係】
令和5年度においては、新型
コロナウイルス感染症の影
響により数年開催できてい
なかった学校運営協議会の
代表者会議を開催し、各協
議会の取り組み状況等につ
いての情報交換ができた。

【学校教育課教育総務
係】
事業の継続

【学校教育課教育総務係】
コミュニティ・スクールの
内容の充実を図るために、
今後も毎年度代表者会議を
開催し、情報交換を行って
いきたい。

A.KPI達成に有効
であった　13人

B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　1人

C.その他　0人

創生推進会議の評価担当所属における内部評価

コミュニティ・スクールの導入・継続 町内全小中学校

教育環境の整備 町内全小中学校

町内全小中学校

町内全中学校

【ＫＰＩ(重要業績評価指標)】 数値目標

基本目標③　うれしい！楽しい！大好き！しろいし！　～若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる～

実績値
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資料2

１　町民協働によるまちづくり

【具体的な施策】 内　　容 担当所属 実施事業等【令和２年度～令和６年度】 効果検証 理由 今後の方針 理由 事業の評価 主な意見等

（１）地域づくり協議会
の設立支援

生活環境など地域の問題を地域住民が
主体となって解決するため、地域内の
各種団体などで構成する地域づくり協
議会（仮称・概ね小学校区単位）の設
立を支援します。この地域づくり協議
会には、若者や女性の積極的な参画を
促します。

総合戦略課
　白石創生推進係

①モデル地区の取組み支援
・Ｒ元年度…須古地区
・Ｒ２年度…六角地区
・Ｒ３年度…1地区予定
②「地域づくり協議会活動交付金」制度の創設
③未実施地区への説明会の実施
④地域づくり協議会設立後のフォローアップ
※地域づくり協議会設立支援事業　R6予算額　4,190千円

【総合戦略課白石創
生推進係】
進捗している

【総合戦略課白石創生推進
係】
須古地区、六角地区が設立
した。

【総合戦略課白石創生
推進係】
事業の継続

【総合戦略課白石創生推進
係】
町内全域に設立を目標とす
る。

A.KPI達成に有効
であった　8人

B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　6人

C.その他　0人

・協議会の継続には活
動交付金の増が必要

・なかなか地域づくり
協議会の設立に繋がら
ないのはなぜか分析が
必要

（２）ＮＰＯ法人 ・Ｃ
ＳＯ活動の支援

ＮＰＯ法人やＣＳＯ活動の設立や活動
支援を行うことにより、行政では行き
届かないまちづくりや福祉サービスな
どの担い手として協働していきます。

総合戦略課
　白石創生推進係

①ＮＰＯ法人設立支援
②ＮＰＯ法人・ＣＳＯの活動支援
③多文化共生型日本語教室
　「しろいしWa!Wa!Wa!」をボランティア団体との協働実施
※地域づくり団体設立・活動支援事業　R6予算額　1,580千円

【総合戦略課白石創
生推進係】
進捗している

【総合戦略課白石創生推進
係】
CSOの活動があっている。

【総合戦略課白石創生
推進係】
事業の継続

【総合戦略課白石創生推進
係】
引き続き協働をしていく。

A.KPI達成に有効
であった　13人

B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　1人

C.その他　0人

創生推進会議の評価

実績値

４年間で２カ所

４年間で２件

担当所属における内部評価

第２期　白石町まち・ひと・しごと創生総合戦略効果検証取りまとめ結果
基本目標④　つながる！温もる！かがやく！しろいし！　～まちに活力をもたらし、地域をみんなで盛り上げる～

【ＫＰＩ(重要業績評価指標)】 数値目標

地域づくり協議会の設立数 ５年間で８カ所

ＮＰＯ法人の設立数 ５年間で３件
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資料2第２期　白石町まち・ひと・しごと創生総合戦略効果検証取りまとめ結果

２　安全・安心で快適な住みよいまちづくり

【具体的な施策】 内　　容 担当所属 実施事業等【令和２年度～令和６年度】 効果検証 理由 今後の方針 理由 事業の評価 主な意見等

（１）自主防災組織の組
織化推進

自主防災組織の設立により、自助・共
助の取組を推進します。

総務課
　危機管理・
　防災係

研修会の実施
※防災費　R6予算額　3,371千円
※防災施設維持費　R6予算額　10,436千円

【総務課危機管理・
防災係】
進捗している

【総務課危機管理・防災
係】
令和5年度に新たに2組織の
自主防災組織が立ち上げら
れた。

【総務課危機管理・防
災係】
事業の継続

【総務課危機管理・防災
係】災害時に備え、地域の
防災力強化が必要と考えら
れるため、今後も防災講話
等に出向き、結成の推進を
行っていく。

A.KPI達成に有効
であった　9人

B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　5人

C.その他　0人

・地域づくり協議会と
の連携が必要

・組織作りを並行して
個人への防災知識講座
等を行い各個人の意識
を高めて欲しい

頻発する風水害や地震などの自然災害
へ備える住宅づくりを推進します。

建設課
・住宅・建築物耐震改修事業
・がけ地近接等危険住宅移転事業
※住宅・建築物耐震改修事業　R6予算額　1,330千円
※住宅浸水対策事業　R6予算額　480千円

【建設課・建築住宅
係】
一定の進捗がある

【建設課・建築住宅係】
①住宅・建築物耐震改修事
業は、耐震診断に加え耐震
改修の申込みがあり、成果
が出せた。
②住宅浸水対策事業は、申
請は無かったが、町報へ掲
載、ケーブルテレビで周知
ができた。
③がけ地近接等危険住宅移
転事業の申請・相談は無
かった。

【建設課・建築住宅
係】
事業の継続

【建設課・建築住宅係】
①住宅・建築物耐震改修事
業は、国や県が推進する事
業なので継続が必要。
②住宅浸水対策事業は申請
は無かったが水害時に浸水
する世帯に必要な事業であ
り継続が必要。
③がけ地近接等危険住宅移
転事業の申請についても崖
近の危険性が高い世帯があ
るので継続が必要。

既存住宅の機能向上やバリアフリー化
などへの支援を継続、または、検討し
ます。

長寿社会課
建設課

【長寿社会課】
１　介護保険による住宅改修
２　在宅高齢者住宅改良事業
　・白石町在宅高齢者住宅改良事業費補助金交付要綱による住
宅改修支援
３　日常生活用具給付等事業
　・白石町障害者等に係る日常生活用具費の給付事業実施要綱
による住宅改修支援

【長寿社会課】
一定の進捗がある

【長寿社会課】
〇介護保険により住宅改修
の支援をすることで高齢者
の自立した在宅生活に寄与
できた。
〇例年、件数は少ないが低
所得世帯の高齢者が在宅生
活の継続を図ることができ
た。

【長寿社会課】
事業の継続

【長寿社会課】
高齢者が安心して住み慣れ
た家庭や地域で生活するた
めに必須である。

創生推進会議の評価担当所属における内部評価

A.KPI達成に有効
であった　10人

B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　4人

C.その他　0人

実績値

４４．９％（２７組織）

【ＫＰＩ(重要業績評価指標)】 数値目標

基本目標④　つながる！温もる！かがやく！しろいし！　～まちに活力をもたらし、地域をみんなで盛り上げる～

自主防災組織の組織率 ５年後に１００％

（２）「自然災害に備え
る」・「快適に暮らす」

住まいづくり

- 13 -



資料2第２期　白石町まち・ひと・しごと創生総合戦略効果検証取りまとめ結果

３　誰もが活躍できるまちづくり

【具体的な施策】 内　　容 担当所属 実施事業等【令和２年度～令和６年度】 効果検証 理由 今後の方針 理由 事業の評価 主な意見等

（１）生涯現役としての
活躍促進

高齢者と区切ることなく誰もが年齢に
関わらず活躍し、地域を盛り上げても
らうために、起業・創業、文化活動、
自分のやりたい仕事ができる場所づく
りなどを促進します。

長寿社会課
 高齢者係
生涯学習課
　生涯学習係

【長寿社会課】
１　通所型サービス事業Ｂ
２　介護予防普及啓発事業
３　シルバー人材センター運営補助金
４　老人クラブ活動等社会活動推進事業
※地域介護予防活動支援事業　R6予算額　182千円

【生涯学習課・生涯学習係】
　子どもから高齢者まで幅広い世代を対象とし、町民1人ひとりが生
涯にわたって自分自身を磨き、豊かな人生をおくるための学習講座
や、体験活動を実施する。

【長寿社会課】
一定の進捗がある
【生涯学習課生涯学
習係】
一定の進捗がある

【長寿社会課】
〇健康体操サロンへの支援によ
り高齢者の自主的な介護予防が
図られた。
〇介護予防普及啓発として元気
が出る学校や元気ロコモ予防教
室などの実施により高齢者の健
康維持が図られた。
〇白石町シルバー人材センター
での活動・活躍は、高齢者の社
会参加と生きがい対策に有効で
あった。
〇白石町老人クラブ連合会の活
動を通して地域を盛り上げる活
動が積極的に行われ、社会参加
と生きがいづくりの推進が図ら
れた。

【生涯学習課生涯学習係】
令和2,3年度はコロナ禍で講座
の開催が中止となり思うような
効果が得らていない。
しかし、令和4年度よりコロナ
感染症対策を実施して、令和5
年度よりコロナ第5類移行した
ころにより、全ての講座につい
て実施し、一定数の参加者もあ
り、一定の効果が見込める状況
である。

【長寿社会課】
事業の継続
【生涯学習課生涯学習
係】
事業内容の見直し(改
善)

【長寿社会課】
白石町の高齢化率が３６．
４％を超える中、高齢者の
介護予防が図られ生涯現役
として活躍していくこと
は、豊かな人生・豊かなま
ちづくりに必須である。
【生涯学習課・生涯学習
係】
これまでの講座内容では、
恒常化（ワンパターン化）
であるため、講義式ではな
く体験型の講座や防災意識
を高めるためにも個人では
なく地域で考える講座等を
検討していかなければなら
ない。

A.KPI達成に有効
であった　13人

B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　0人

C.その他　1人

・高齢者と現役世代と
の協働活動の機会増が
必要

（２）女性活躍の推進

政策の決定過程など様々なまちづくり
に対する女性の参画を促すとともに、
女性団体の設立やネットワークづくり
を支援します。

総合戦略課
　白石創生推進係

①女性団体交流会の活動支援
②地域づくり協議会や設立準備委員会への積極的な参画を促
し、世代や業種の違う多様な人たちとの話し合いの機会を作
る。
③各審議会等への女性参画を推進
④地域での女性の役割の創出を目指す。
※男女共同参画推進費　R6予算額　522千円

【総合戦略課白石創
生推進係】
進捗している

【総合戦略課白石創生推進
係】
審議会の女性委員割合が県
内1位だった。

【総合戦略課白石創生
推進係】
事業の継続

【総合戦略課白石創生推進
係】
各女性団体の活動支援を
行っていく。

A.KPI達成に有効
であった　12人

B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　2人

C.その他　0人

（３）地域団体によるつ
ながり強化

農業、商工業及び漁業団体の女性部同
士や青年部同士など横のつながりの強
化をはじめとして、各種団体への支援
を通して、地域を盛り上げる新しい取
り組みを促します。

総合戦略課
　白石創生推進係

・各団体が連携する仕組みづくりや取り組みを支援

【総合戦略課白石創
生推進係】
進捗している

【総合戦略課白石創生推進
係】
女性団体連絡会の活動支援
を行った。

【総合戦略課白石創生
推進係】
事業の見直し（改善）

【総合戦略課白石創生推進
係】
施策の統合を検討する。

A.KPI達成に有効
であった　12人

B.KPI達成に有効
であったとはいえ
ない　2人

C.その他　0人

創生推進会議の評価

実績値

２９カ所

１０７人

担当所属における内部評価

シルバー人材センター年間登録者数 ５年後に１２０人

基本目標④　つながる！温もる！かがやく！しろいし！　～まちに活力をもたらし、地域をみんなで盛り上げる～

【ＫＰＩ(重要業績評価指標)】 数値目標

健康体操サロン数 ２９か所（Ｒ２）　→　３５カ所（Ｒ６)　
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総評 資料2

全体を通しての自由意見をご記入ください。第3期白石町まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定の際に、参考意見とさせて頂きます。

・実績となっていない件はBとしました。
・新規就農支援や農家を増やす活動は多くあるが、新規就農が終わった農家や若手農家に継続的に支援など、若手農家が経営難に陥る事がないよ
うな施策があってもよいのかなと思います。
・町内に小児科・薬屋・買い物する所が無いので、子どもが少なくなる。
・商工会、道の駅で白石町の特産品を作って頂きたい。
・各項目で、どういう判断で達成の有効有無をつけていよいかわからない。
・どの事業所も人手不足で困っている。雇用の斡旋の支援をしてほしい。（地元高校等に企業説明会、地元企業にアルバイト経験で社会勉強、そ
の延長で雇用に繋げないか）
・沢山取り組まれていますが、初めて知ることもあり、幅広い年代層に分かりやすく伝えればと。
・スーパーなどの食料品販売店の新設。近くにない為非常に不便、近くにないと新規で住みたいとは思わない。（福富地域）
・アパート、建売住宅を増やす。現状足りてないのかなという印象。また空き家のリフォームを行い積極的に販売してみてはどうか？(福富地域）
・野良猫がとても多いのでそういう子達の譲渡会のようなものがあれば。避妊去勢手術に対しての補助を町でも行ってはどうか。
・保育園～中学校までの無償化。とても難しいとは思うが子供の勉学に係る費用が町で負担できたら新規移住者も増え子供の出生も大幅に見込め
そう。
・短時間でも働ける環境作り。アプリ等とても便利になっているので積極的に導入して色んな人が隙間時間に働ける環境があれば。
・今回のような会議実施に当たりもう少し女性を増やして意見交流をしてはどうか。どうしても男性の意見では目が届かない所があると思いま
す。また若い人たちの意見を取り入れてこそ新しいまちづくりにつながるのではないかとも思います。
・提供側からではなくユーザー側からの視点からみた策定の立案ができるといいと思います。
・施策数が多く、全てを理解することが難しいと思いました。例えば施策に優先順位を決めて取り組むことも可能ではないかと思いました。町内
人口増（町内人口減少軽減）の施策と町外からの移住者増の施策に分けることで、施策の目的がより分かりやすくなるのではないかと思いまし
た。
・5年間では結果がでないことも多々あるため、ぜひ継続可能なことは継続してほしいと思います。
・各施策について住民認知度向上が課題
・各施策の効果を出すためには複合的要因もあるため更に一体となった取り組みが必要（一つの施策で複数の効果が得られるものもある）
・町内では解決できないものもあり広域的、県との協働なども必要
・今回議事録作成のためマイクが変わっていたり、評価シートをパソコンでも回答できるようにQRコードがついていたりとデジタルが進んでい
た。
・人口減少が進む中、様々なサービス等を維持できるようにする為にDX化は取り組む必要があると思うので施設等にも取り入れた方がいいと思
う。
・体操競技専門の施設が白石に出来ることは将来的に大きと思うので、陸上の白石アスリートクラブなども含め、スポーツや教育分野を打ち出し
移住施策に取り組んではどうか。
・総合的には戦略の効果が出ているのではないか


